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寅(トラ)の諺 
「暴虎馮河(ぼう
こひょうが)」－ 

暴虎は暴れる虎
を手で打つ、馮
河は暴れる黄河
を歩いて渡る意
味。向こう見ず
な勇気、血気に
はやって無謀な
行動を起こす事
の譬え。弟子の
子路を戒めた孔
子の対話からと
っている。(『論
語』) 

【寅年のことば】 

          「」 
             会長 中山 耕一 
          

正常化 
５０周年 
私の想い 
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『国交正常化５０周年記念・写真展』３０日に終了！！ 

ご来場の皆様、役員の皆様、大変ありがとうございました。 
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 ９月１６日から３０日まで富谷市役所１Ｆ市民交流ホールをお借りして『時
の記憶』＝中国在住 日中カメラマンによる写真展＝を開催いたしました。この
企画の中心者は元富谷日中会員で、現在は上海在住の菅原寿和さんです(紙面右
下のプロフィル)。本写真展の意義に協賛された日本人５人、中国人５人に各４
枚の４０枚という多くの写真をプリントして送っていただきました。またメー
ルで準備状況も心配されるなど、心一つに成功へご尽力いただきました。心より
感謝いたします。 

 
ごあいさつ 

日本と中国は日中戦争を含む第２次世界大戦の後、

しばらく国交がありませんでした。 

様々な関係機関の協力・連携の後、１９７２年９月２

９日、当時の田中角栄、周恩来両国首相が日中共同声明

に署名し、国交が再開しました。 

今年は日中国交正常化５０周年に当たります。この

半世紀で、日本と中国の関係はいろいろと変わりまし

た。でも、変わらないこともあります。それは日本と中

国は「引っ越しができない隣同士」であること、国同士

の関係がどのようであれ、市民の日常生活は営まれ、

皆、平和を願っているということです。 

 今回、富谷市日中友好協会では、日中国交正常化５０

周年を記念して中国の写真展を開催することにしまし

た。カメラマンも被写体も中国で生活している一市民

です。コロナで訪中がままならない今、中国各地で生活

している人々の姿や景色に思いをはせていただければ

幸いです。そして私達は互いを尊重し、恒久の平和が続

くことを願って止みません。 

富谷市日中友好協会 

 

 

《感想ノートに寄せられた声から一部紹介》 
「すてきな写真展、ありがとうございます。“中
国には全世界の景色がある”と感動。ぜひ機会
がありましたら中国を訪問したくなりました。
また友人と見に参ります」「上海は本当に美しい

街。懐かしい街並みを思い出します。とても心
にとまるシャッターチャンス、感動する一枚一
枚です。中国の広大な風景をこれからも撮り続
けて下さい」「５０周年おめでとう。生きている
うちに必ず中国に行くぞー！」「“コロナで誰も
いないよ”のネコちゃん、とても可愛かったで
す。とても美しい写真ばかりで、また中国に帰
りたいと思いました」「中国の美しい風景に感動

しました。自分の国ですが、懐かしく感じまし
た。また写真展を続けてほしいです。永遠的日
中友好」「老人の写真、何だか感動です」「陳さん
の４枚、どれも素晴らしい」「思っていたよりも

何倍も素晴しく感動しました。また新旧の中国
の発展に驚きました。私は初めて共同声明の全
文を読みました。千変万化の時代と社会ですが、
日中両国の友好の原点を大切にしたいと感じま
した」「素晴らしい写真でした。しばらく中国に
行けないので懐かしい気持ちになりました。今
後の新しい作品を期待しています」「素晴らしい
の一言につきます。中国の懐かしい空気が目の
前に迫ってくるようです」「中国の方からみた中
国、日本人から見た中国の違いが感じられまし
た。各人のアングルが素晴らしいです」「素敵な
写真。故郷に帰りたくなりました」 

 

 

 

 

 

 

 


